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(57)【要約】
【課題】本発明は、耐熱滑性層にかかる、あらゆる印画
エネルギーにおいて良好な滑性を示し、低エネルギー印
画時と高エネルギー印画時での摩擦差が少なく、印画ジ
ワの発生を低減することのできる感熱転写記録媒体を提
供することにある。
【解決手段】少なくとも基材４６と、該基材４６の一方
の面に設けた下引き層４４と染料層４２と、該基材４６
のもう一方の面に設けた耐熱滑性層４８とからなり、前
記下引き層４４を、少なくとも水溶性高分子とビニルピ
ロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体とし、前記耐
熱滑性層４８中に融点の異なる滑剤を２種以上含み、２
５℃から１００℃の環境で静摩擦係数が０．４以下に設
定して構成したものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材の一方の面に耐熱滑性層を設け、前記基材の他方の面に下引き層、染料層をこの順
に設けた感熱転写記録媒体において、
　前記下引き層は、少なくとも水溶性高分子とビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム
共重合体とを含み、且つ、前記耐熱滑性層は、少なくとも、融点が５℃以上異なる滑剤を
２種以上含み、２５℃～１００℃の環境において静摩擦係数が０．４以下であることを特
徴とする感熱転写記録媒体。
【請求項２】
　前記耐熱滑性層は、２５℃における静摩擦係数と１００℃における静摩擦係数の差の絶
対値が０．０４以下であることを特徴とする請求項１記載の感熱転写記録媒体。
【請求項３】
　前記耐熱滑性層に２種以上含まれる前記滑剤の総量は、前記耐熱滑性層に対して５～２
５質量％であることを特徴とする請求項１又は２に記載の感熱転写記録媒体。
【請求項４】
　前記耐熱滑性層に２種以上含まれる前記滑剤のうち、少なくとも１種は、融点が５０～
１００℃であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の感熱転写記録媒
体。
【請求項５】
　前記耐熱滑性層に２種以上含まれる前記滑剤の融点は、各々３０℃以上の差があること
を特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の感熱転写記録媒体。
【請求項６】
　前記下引き層に含まれる前記水溶性高分子が、ポリビニルアルコールであることを特徴
とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の感熱転写記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、感熱転写方式のプリンターに使用される感熱転写記録媒体に係り、特に、高
速印画時においても印画ジワの発生を防止し、印画濃度ムラが少なく、高エネルギー印画
に十分対応可能な耐熱性を備えた耐熱滑性層を有する感熱転写記録媒体に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、感熱転写方式を用いて被転写体に文字や画像を形成することが行われている
。ここでいう感熱転写記録媒体とは、一般的にサーマルリボンと呼ばれ、感熱転写方式に
用いられるインクリボンのことである。感熱転写方式としては、昇華転写方式と溶融転写
方式が広く用いられている。それぞれ、染料層のインクをサーマルヘッドの熱により、昇
華または溶融させて、被転写体に転写させて画像を形成させる方式である。
【０００３】
　現在、感熱転写方式は、プリンターの高機能化とともに、身分証明書やカード類への顔
写真などの出力、さらにアミューズメント施設における合成写真等、多岐にわたり利用さ
れている。このような用途の多様化と共に、近年ではプリンターの高速化が進んでおり、
それに伴いサーマルヘッドにかかる熱エネルギーは増加し、サーマルヘッド自身の温度も
上昇することとなる。そのため、感熱転写記録媒体への影響は大きくなり、従来以上の耐
熱性が必要となってくる。
【０００４】
　この感熱転写記録媒体は、基材となる、例えばポリエチレンテレフタレートフィルム（
ＰＥＴ）の一方の面に染料層、他方の面にプリンターのサーマルヘッドと接触する耐熱滑
性層が設けられている。この耐熱滑性層は、従来から自己クリーニング性の付与、サーマ
ルヘッドの耐久性向上、サーマルヘッドからの熱伝導ムラの軽減、走行性の調節等のため
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に設けられている。
【０００５】
　ところが、耐熱滑性層の滑性が不十分であると、基材とサーマルヘッドがはり付いてし
まい、印画不良（スティッキング）を起こしたり、また、滑性が低エネルギー印画時と高
エネルギー印画時で大きく異なると、摩擦係数に大きな差が生じ、印画ジワを起こすとい
う問題を有する。
【０００６】
　また、サーマルヘッドから耐熱滑性層に熱が加えられた際に、感熱転写記録媒体や感熱
転写受像シートの凹凸等が影響して、サーマルヘッドからの熱の伝わり方にムラが発生し
、印画濃度ムラ等の印画不良が起こるという問題を有する。
【０００７】
　そこで、最近では、耐熱滑性層にシリコーン変性樹脂とともに金属石鹸及びフィラーを
添加することにより、高エネルギー印画時の滑性を向上させて、印画ジワの発生を防ぐ技
術が提案されている（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００６－３０６０１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の技術では、高エネルギー印画時の滑性が向上し
ているに止まり、あらゆるエネルギーでの印画において良好な滑性は得られない。そのた
め、低エネルギー印画時と高エネルギー印画時でサーマルヘッドと耐熱滑性層の摩擦に大
きな差が生じ、印画ジワを十分に防ぐことが困難であるという問題を有する。
【００１０】
　一方、発明者は、基材の一方の面に耐熱滑性層を設け、前記基材の他方の面に下引き層
、染料層をこの順に設けた感熱転写記録媒体において、前記下引き層が、少なくとも水溶
性高分子とビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体とを含むことにより、高速
印画時における転写感度が高く、すなわち、染料層に使用する染料を低減でき、高濃度部
で発生する画質不良、すなわち、被転写体の受像層が感熱転写記録媒体に融着することで
色相変動が起こり、その結果、印画物表面が部分的にマット化する、テカリの現象を少な
くできる技術を発見した。
【００１１】
　しかし、この技術による高速印画時における転写感度が高くなり、染料層に使用する染
料が低減できるという事は、染料層の薄膜化、すなわち感熱転写記録媒体の耐熱性が低下
する事につながる。したがって、水溶性高分子とビニルピロリドン－ビニルカプロラクタ
ム共重合体とを含む下引き層を基材と染料層の間に設ける場合、耐熱滑性層には、更なる
耐熱性の向上が求められる。
【００１２】
　本発明は、前記の事情に鑑みてなされたもので、安定した滑性と耐熱性を有し、あらゆ
る温度・印画エネルギーにおいても、サーマルヘッドとの摩擦が急激に変化することなく
、印画ジワや印画濃度ムラのない印画物を与えることのできる感熱転写記録媒体を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の請求項１に係る発明は、基材の一方の面に耐熱滑性層を設け、前記基材の他方
の面に下引き層、染料層をこの順に設けた感熱転写記録媒体において、前記下引き層は、
少なくとも水溶性高分子とビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体とを含み、
且つ、前記耐熱滑性層は、少なくとも、融点が５℃以上異なる滑剤を２種以上含み、２５
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℃～１００℃の環境において静摩擦係数が０．４以下であることを特徴とする。
【００１４】
　本発明の請求項２に係る発明は、請求項１に記載の感熱転写記録媒体において、前記耐
熱滑性層が、２５℃における静摩擦係数と１００℃における静摩擦係数の差の絶対値が０
．０４以下であることを特徴とする。
【００１５】
　本発明の請求項３に係る発明は、請求項１又は２に記載の感熱転写記録媒体であって、
前記耐熱滑性層に２種以上含まれる前記滑剤の総量は、前記耐熱滑性層に対して５～２５
質量％であることを特徴とする。
【００１６】
　本発明の請求項４に係る発明は、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の感熱転写記録
媒体において、前記耐熱滑性層に２種以上含まれる前記滑剤のうち、少なくとも１種は、
融点が５０～１００℃であることを特徴とする。
【００１７】
　本発明の請求項５に係る発明は、請求項１乃至４のいずれか１項に記載の感熱転写記録
媒体において、前記耐熱滑性層に２種以上含まれる前記滑剤の融点は、各々３０℃以上の
差があることを特徴とする。
【００１８】
　本発明の請求項６に係る発明は、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の感熱転写記録
媒体において、前記下引き層に含まれる前記水溶性高分子が、ポリビニルアルコールであ
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明に係る感熱転写記録媒体によれば、基材の一方の面に耐熱滑性層を設けて、前記
基材の他方の面に下引き層、染料層をこの順に設け、前記下引き層が、少なくとも水溶性
高分子とビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体とを含み、且つ、前記耐熱滑
性層を、少なくとも、融点が５℃以上異なる滑剤を２種以上含み、２５℃～１００℃の環
境において静摩擦係数が０．４以下に設定していることにより、あらゆる温度・印画エネ
ルギーにおいて安定した滑性と耐熱性を持ち、サーマルヘッドとの摩擦が低いため印画ジ
ワ等の印画不良を防止することができ、サーマルヘッドの耐久性向上を図ることができる
。
【００２０】
　また、前記耐熱滑性層は、２５℃における静摩擦係数と１００℃における静摩擦係数の
差の絶対値が０．０４以下に設定していることにより、低エネルギー印画時と高エネルギ
ー印画時での摩擦差が小さく印画ジワ等の印画不良を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施の形態に係る感熱転写記録媒体の構成を示す側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態に係る感熱転写記録媒体について、図面を参照して詳細に説
明する。
【００２３】
　図１は、本発明に一実施の形態に係る感熱転写記録媒体５０を示すもので、基材４６の
一方の面には、下引き層４４、染料層４２が順次積層されている、そして、この基材４６
のもう一方の面には、耐熱滑性層４８が設けられている。
【００２４】
　前記基材４６としては、従来公知の感熱転写記録媒体の基材として使用されているもの
と同等なものを使用することができ、機械的強度、耐熱性などを有することが好ましい。
例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリスチレン、ポリ
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プロピレン、ポリカーボネート、ポリ塩化ビニル、ポリビニルアルコール、ポリスルホン
、脂肪族ポリアミド、芳香族ポリアミド、ポリイミド、ポリアミドイミド等の合成樹脂フ
ィルム、及び、コンデンサー紙、パラフィン紙等の紙類が挙げられる。特に、物性や加工
性コスト面で優れているポリエチレンテレフタレートフィルムが好ましい。また、該基材
の厚さは、操作性、加工性を考慮し、２～５０μｍの範囲のものが使用できるが、転写適
性や加工性等のハンドリング性を考慮すると、２～１０μｍ程度のものが好ましい。
【００２５】
　前記耐熱滑性層４８は、サーマルヘッドの熱による基材の熱収縮やサーマルヘッドとの
摩擦による基材の破断を防止するために設けられる。耐熱滑性層に用いられるバインダー
としては、セルロース系樹脂、ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂、ビニル系樹脂、ポ
リウレタン系樹脂、ポリエーテル系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、アセタール系樹脂等
が挙げられる。
【００２６】
　次に、本発明の特徴である滑剤について説明する。
【００２７】
　前記耐熱滑性層４８に含有する、少なくとも２種以上の滑剤としては、例えば、動物系
ワックス、植物系ワックス等の天然ワックス、合成炭化水素系ワックス、脂肪族アルコー
ルと酸系ワックス、脂肪酸エステルとグリセライト系ワックス、合成ケトン系ワックス、
アミン及びアマイド系ワックス、塩素化炭化水素系ワックス、アルファーオレフィン系ワ
ックス等の合成ワックス、ステアリン酸ブチル、オレイン酸エチル等の高級脂肪酸エステ
ル、ステアリン酸ナトリウム、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸カルシウム、ステアリン
酸カリウム、ステアリン酸マグネシウム等の高級脂肪酸金属塩、長鎖アルキルリン酸エス
テル、ポリオキシアルキレンアルキルアリールエーテルリン酸エステル又は、ポリオキシ
アルキレンアルキルエーテルリン酸エステル等のリン酸エステル等の界面活性剤などが挙
げられる。
【００２８】
　前記耐熱滑性層４８に含有する、少なくとも２種以上の滑剤は、融点が５℃以上異なる
必要がある。滑剤は、サーマルヘッドから熱が加えられた際に溶け出し、滑性を向上させ
、熱による感熱転写記録媒体への負荷を軽減する効果がある。その際、低温から高温に至
るあらゆる温度において安定した滑性が無い場合、耐熱性が低下したり、サーマルヘッド
と前記耐熱滑性層（４８）との摩擦に差が生じることで、印画ジワが発生する危険性があ
る。また、熱伝導ムラが起こり印画濃度ムラが発生する危険性もある。
【００２９】
　常温からサーマルヘッドからの熱が加わるまでの範囲で、安定した滑性を有しているこ
とが望まれるため、前記耐熱滑性層（４８）に含有する、少なくとも２種以上の滑剤のう
ち、少なくとも１種は、融点が５０～１００℃であることが好ましく、その他に含まれる
滑剤の融点は、各々３０℃以上の差があることが好ましい。融点が特に高い滑剤を含有し
た場合、サーマルヘッドからの熱では溶けず、効果が発揮されない危険性がある。また、
各滑剤の融点差が少なすぎると、各々の効果を十分に発揮できなかったり、ある温度での
滑性に偏りが生じて、低エネルギー印画時と高エネルギー印画時での摩擦差による印画ジ
ワや、必要以上の熱が伝わったり、必要以上の領域に熱が伝わったりして、印画濃度ムラ
等の印画不良を引き起こす可能性がある。
【００３０】
　前記耐熱滑性層（４８）に含有する少なくとも２種以上の滑剤の総量は、前記耐熱滑性
層（４８）に対して５～２５質量％であることが好ましい。滑剤の含有量が５質量％以下
であると、滑性が十分に発揮されなかったり、画像によっては滑剤の不足によりサーマル
ヘッドとのはり付きを起こしてしまう危険性がある。また、滑剤の含有量が２５質量％以
上であると、必要以上に滑性が付与されたり滑剤が溶け出してしまい、印画に影響を与え
てしまう危険性がある。
【００３１】
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　また、前記耐熱滑性層４８には、無機粒子を含有させてもよい。無機粒子を含有させる
ことで耐熱滑性層４８の表面に凹凸が形成されサーマルヘッドとの接触面積が小さくなる
ので、印画時のサーマルヘッドに対する離型性が向上する。また、耐熱性及びクリーニン
グ性も付与することができる。無機系粒子は、サーマルヘッドからの熱により変形しない
ものが好ましい。具体的には、シリカ粒子、酸化マグネシウム、酸化亜鉛、炭酸カルシウ
ム、炭酸マグネシウム、タルク、カオリン、クレーなどを挙げることができる。また、無
機粒子は１種類でも２種以上を混ぜ合わせて使用してもよい。無機粒子の含有量は、２～
３０質量％が好ましく、より好ましくは３～２０質量％である。含有量が２質量％未満で
は、サーマルヘッドのクリーニング効果が不十分であり、３０質量％より多いと、無機粒
子によっては耐熱滑性層自体の膜強度の低下に結び付く危険性がある。
【００３２】
　さらに、前記耐熱滑性層４８には、耐熱性を向上させる目的で架橋剤を併用してもよい
。架橋剤を含有させることで耐熱滑性層４８の耐熱性が向上し、サーマルヘッドとの摩擦
による基材の変形を防止できる。架橋剤としてはポリイソシアネートが挙げられ、アクリ
ル系、ウレタン系、ポリエステル系のポリオール樹脂やセルロース系樹脂、アセタール樹
脂等の組合せで用いられる。
【００３３】
　前記耐熱滑性層４８の乾燥後の塗布量は、０．２～２．６ｇ／ｍ２が好ましく、さらに
０．６～１．６ｇ／ｍ２がより好ましい。耐熱滑性層（４８）の厚みが０．２ｇ／ｍ２よ
り小さい場合、サーマルヘッドからの耐熱性が劣り、印画時に支持体の熱収縮が生じやす
くなる。一方、２．６ｇ／ｍ２より大きい場合、サーマルヘッドからの熱が染料層に十分
伝わらず、所望の濃度の印画物を得ることができない。
【００３４】
　前記下引き層４４は、少なくとも水溶性高分子とビニルピロリドン－ビニルカプロラク
タム共重合体とを含み、水溶性高分子とビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合
体を配合して下引き層形成用の塗布液を調製し、塗布、乾燥することで形成される。
【００３５】
　下引き層４４において、水溶性高分子とビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重
合体は必須成分であり、特に、水溶性高分子とビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム
共重合体が、下引き層の主成分であることが好ましい。
【００３６】
　ここで、主成分とは、本発明の効果を損なわない限り、水溶性高分子とビニルピロリド
ン－ビニルカプロラクタム共重合体の他に、さらに他の成分が添加されていても良い旨を
表し、水溶性高分子とビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体の合計が、下引
き層形成時の全体からみて５０質量％超で含まれる意味であるが、好ましくは８０質量％
以上である。
【００３７】
　水溶性高分子の一例を挙げると、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、デン
プン、ゼラチン、メチルセルロース、エチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、
アルギン酸ナトリウム等を挙げることができる。その中でも、ポリビニルアルコール、ポ
リビニルピロリドンが好ましく、より好ましくはポリビニルアルコールである。なお、こ
こでいうポリビニルアルコールは、一般にポリ酢酸ビニルをけん化して得られるもので、
酢酸基が数十％残存しているいわゆる部分けん化ポリビニルアルコールから、酢酸基が数
％しか残存していないいわゆる完全けん化ポリビニルアルコールまでを含み、特に限定さ
れるものではない。
【００３８】
　ビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体は、Ｎ－ビニルピロリドン系モノマ
ーとビニル重合性モノマーであるビニルカプロラクタムとの共重合体である。なお、共重
合形態は、ランダム共重合、ブロック共重合、グラフト共重合いずれに限定されるもので
はない。ここで、Ｎ－ビニルピロリドン系モノマーとは、Ｎ－ビニルピロリドン（Ｎ－ビ
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ニル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－４－ピロリドン等）およびその誘導体をいうもので
あって、誘導体としては、Ｎ－ビニル－３－メチルピロリドン、Ｎ－ビニル－５－メチル
ピロリドン、Ｎ－ビニル－３－ベンジルピロリドン、Ｎ－ビニル－３，３，５－トリメチ
ルピロリドン等のピロリドン環に置換基を有するものを挙げることができるが、特に限定
されるものではない。
【００３９】
　ビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体は、水溶性高分子成分とビニルピロ
リドン成分の耐熱性、耐湿性が劣る点をビニルカプロラクタム成分が補ったものと考えら
れ、高温・高湿下に保存後の基材４６と染料層４２との接着性が高く、印画における異常
転写を防止し、かつ、高速印画時における高濃度部のテカリを少なくする機能を発揮でき
る。ここで、ビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体は、ビニルピロリドンと
ビニルカプロラクタムの重合割合が、モル比で、（ビニルピロリドン）／（ビニルカプロ
ラクタム）＝８／２～２／８が好ましく、この範囲である場合、前記の機能を十分発揮で
きる。
【００４０】
　水溶性高分子とビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体との配合比率は、質
量基準で、（水溶性高分子）／（ビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体）＝
８／２～２／８であることが好ましい。さらに、高速印画時における転写感度、基材４６
あるいは染料層４２との密着性を考慮すると、好ましくは７／３～３／７である。この範
囲を満たすことで、高速印画時における転写感度がより高く、よりテカリの少ない高濃度
の印画物が得られ、かつ、高温・高湿下に保存後においても印画における異常転写がなく
、より十分に満足できる印画物を得ることができる。
【００４１】
　また、前記下引き層４４には、前記性能を損なわない範囲で、イソシアネート化合物、
シランカップリング剤、分散剤、粘度調整剤、安定化剤等の公知の添加剤が含まれていて
もよい。
【００４２】
　下引き層４４の乾燥後の塗布量は、一概に限定されるものではないが、０．１０ｇ／ｍ
２以上０．３０ｇ／ｍ２以下の範囲内であることが好ましい。０．１０ｇ／ｍ２未満では
、染料層積層時の劣化により、高速印画時における転写感度が不足し、基材４６あるいは
染料層４２との密着性に問題を抱える可能性がある。一方、０．３０ｇ／ｍ２超では、感
熱転写記録媒体自体の感度低下に影響し、高速印画時における転写感度が不足する危険性
がある。
【００４３】
　また、前記染料層４２は、従来公知のもので対応でき、例えば、熱移行性染料、バイン
ダー、溶剤などを配合して染料層形成用の塗布液を調製し、塗布、乾燥することで形成さ
れる。染料層４２の乾燥後の塗布量は、１．０ｇ／ｍ２程度が適当である。なお、染料層
は、１色の単一層で構成したり、色相の異なる染料を含む複数の染料層を、同一基材の同
一面に面順次に、繰り返し形成したりすることもできる。
【００４４】
　染料層４２の熱移行性染料は、熱により、溶融、拡散もしくは昇華移行する染料であれ
ば、特に限定されるわけではなく、例えば、イエロー成分としては、ソルベントイエロー
５６，１６，３０，９３，３３、ディスパースイエロー２０１，２３１，３３等を挙げる
ことができる。マゼンタ成分としては、Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド６０、Ｃ．Ｉ．ディ
スパースバイオレット２６、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド２７、あるいはＣ．Ｉ．ソルベン
トレッド１９等を挙げることができる。シアン成分としては、Ｃ．Ｉ．ディスパースブル
ー３５４、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー６３、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー３６、あるいはＣ
．Ｉ．ディスパースブルー２４等を挙げることができる。墨の染料としては、前記の各染
料を組み合わせて調色するのが一般的である。
【００４５】
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　染料層４２に含まれるバインダーは、従来公知の樹脂バインダーがいずれも使用でき、
特に限定されるものではないが、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、エチ
ルヒドロキシセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、メチルセルロース、酢酸セル
ロース等のセルロース系樹脂やポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルブチ
ラール、ポリビニルアセタール、ポリビニルピロリドン、ポリアクリルアミド等のビニル
系樹脂やポリエステル樹脂、スチレン－アクリロニトリル共重合樹脂、フェノキシ樹脂等
を挙げることができる。
【００４６】
　ここで、染料層４２の染料とバインダーとの配合比率は、質量基準で、（染料）／（バ
インダー）＝１０／１００～３００／１００が好ましい。これは、（染料）／（バインダ
ー）の比率が、１０／１００を下回ると、染料が少な過ぎて発色感度が不十分となり良好
な熱転写画像が得られず、また、この比率が３００／１００を越えると、バインダーに対
する染料の溶解性が極端に低下するために、感熱転写記録媒体となった際に、保存安定性
が悪くなって、染料が析出し易くなってしまうためである。また、染料層には、性能を損
なわない範囲で、イソシアネート化合物、シランカップリング剤、分散剤、粘度調整剤、
安定化剤等の公知の添加剤が含まれていてもよい。
【００４７】
　なお、耐熱滑性層４８、下引き層４４、染料層４２は、いずれも従来公知の塗布方法に
て塗布し、乾燥することで形成可能である。塗布方法の一例を挙げると、グラビアコーテ
ィング法、スクリーン印刷法、スプレーコーティング法、リバースロールコート法を挙げ
ることができる。
【００４８】
（静摩擦係数の測定方法）
　本発明における静摩擦係数は、ＨＥＩＤＯＮトライボギアミューズＴＹＰＥ９４ｉ（新
東科学株式会社製）摩擦係数測定器具を用いて、上記感熱転写記録媒体の該耐熱滑性層同
士の静摩擦係数を２５℃から１００℃の環境において５℃間隔で測定し、静摩擦係数の最
大値と２５℃と１００℃での静摩擦係数の差の絶対値を求めた。
【実施例】
【００４９】
　以下に、本発明による具体例として実施例１～９および比較例１～５を作製して比較検
討する。なお、文中で「部」とあるのは、特に断りのない限り質量基準である。また、塗
布液の材料名の後に融点が記載されている物が滑剤である。
【００５０】
＜実施例１＞
　基材４６として、４．５μｍの片面易接着処理付きポリエチレンテレフタレートフィル
ムを使用し、その非易接着処理面に、下記組成の耐熱滑性層塗布液－１を、グラビアコー
ティング法により、乾燥後の塗布量が１．０ｇ／ｍ２になるように塗布、乾燥した後に、
４０℃環境下で１週間エージングし、下記組成の下引き層塗布液－１を易接着処理面にグ
ラビアコーティング法により、乾燥後の塗布量が０．２０ｇ／ｍ２になるように塗布し、
乾燥することで、下引き層４４を形成した。引き続き、その下引き層４４の上に、下記組
成の染料層塗布液を、グラビアコーティング法により、乾燥後の塗布量が０．７０ｇ／ｍ
２になるように塗布し、乾燥することで、染料層４２を形成し、実施例１の感熱転写記録
媒体を得た。
【００５１】
＜耐熱滑性層塗布液－１＞
　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　　１２．５部
　　リン酸エステル　融点１５℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３部
　　リン酸エステル　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２部
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　　　　　　　４部



(9) JP 2012-196913 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００５２】
＜下引き層塗布液－１＞
　　ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０部
　　ビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体　　　　　　　　　４．０部
　　　　〔共重合比（モル比）：３／７〕
　　純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７６．０部
　　イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．０部
【００５３】
＜染料層塗布液＞
　　Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー６３　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０部
　　ポリビニルアセタール樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０部
【００５４】
＜実施例２＞
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、耐熱滑性層塗布液を下記組成の耐熱滑
性層塗布液－２にした以外は、実施例１と同様にして、実施例２の感熱記録転写媒体を得
た。
【００５５】
　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　　１２．５部
　　リン酸エステル　融点１５℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
　　リン酸エステル　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　　　　　　　４部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００５６】
＜実施例３＞
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、耐熱滑性層塗布液を下記組成の耐熱滑
性層塗布液－３にした以外は、実施例１と同様にして、実施例３の感熱記録転写媒体を得
た。
【００５７】
　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　　１２．５部
　　パルミチン酸ソルビタン　融点４６℃　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　ステアリン酸亜鉛　　　　融点１１５～１２５℃　　　　　　　　　　　　１部
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　　　　　　　４部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００５８】
＜実施例４＞
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、耐熱滑性層塗布液を下記組成の耐熱滑
性層塗布液－４にした以外は、実施例１と同様にして、実施例４の感熱記録転写媒体を得
た。
【００５９】
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　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　　１２．５部
　　リン酸エステル　　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　エルカ酸アマイド　融点７９～８５℃　　　　　　　　　　　　　　　　　１部
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　　　　　　　４部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００６０】
＜実施例５＞
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、耐熱滑性層塗布液を下記組成の耐熱滑
性層塗布液－５にした以外は、実施例１と同様にして、実施例５の感熱記録転写媒体を得
た。
【００６１】
　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　　１２．５部
　　リン酸エステル　融点１５℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
　　リン酸エステル　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　　　　　　　４部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００６２】
＜実施例６＞
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、耐熱滑性層塗布液を下記組成の耐熱滑
性層塗布液－６にした以外は、実施例１と同様にして、実施例６の感熱記録転写媒体を得
た。
【００６３】
　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　　１２．５部
　　リン酸エステル　融点１５℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
　　リン酸エステル　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　　　　　　　４部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００６４】
＜実施例７＞
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、耐熱滑性層塗布液を下記組成の耐熱滑
性層塗布液－７にした以外は、実施例１と同様にして、実施例７の感熱記録転写媒体を得
た。
【００６５】
　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　　１２．５部
　　リン酸エステル　融点１５℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　リン酸エステル　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　　　　　　　４部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
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【００６６】
＜実施例８＞
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、耐熱滑性層塗布液を下記組成の耐熱滑
性層塗布液－８にした以外は、実施例１と同様にして、実施例８の感熱記録転写媒体を得
た。
【００６７】
　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　　１２．５部
　　リン酸エステル　　融点１５℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　リン酸エステル　　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
　　ステアリン酸亜鉛　融点１１５～１２５℃　　　　　　　　　　　　　０．５部
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　　　　　　　４部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００６８】
＜実施例９＞
　実施例８で作製した感熱転写記録媒体において、下引き層４４を下記組成の下引き層塗
布液－２にした以外は、実施例８と同様にして、実施例９の感熱記録転写媒体を得た。
【００６９】
＜下引き層塗布液－２＞
　　　　ポリビニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０部
　　　　ビニルピロリドン－ビニルカプロラクタム共重合体　　　　　　４．０部
　　　　　〔共重合比（モル比）：３／７〕
　　　　純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７６．０部
　　　　イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．０部
【００７０】
＜比較例１＞
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、耐熱滑性層塗布液を下記組成の耐熱滑
性層塗布液－９にした以外は、実施例１と同様にして、比較例１の感熱記録転写媒体を得
た。
【００７１】
　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　　１２．５部
　　ステアリン酸亜鉛　融点１００～１０５℃　　　　　　　　　　　　　　　３部
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　　　　　　　４部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００７２】
＜比較例２＞
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、耐熱滑性層塗布液を下記組成の耐熱滑
性層塗布液－１０にした以外は、実施例１と同様にして、比較例２の感熱記録転写媒体を
得た。
【００７３】
　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　　１２．５部
　　リン酸エステル　　　　　融点７０　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　ステアリン酸グリセリル　融点７０℃　　　　　　　　　　　　　　　　　１部
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　　　　　　　４部
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　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００７４】
＜比較例３＞
　実施例１で作製した感熱転写記録媒体において、耐熱滑性層塗布液を下記組成の耐熱滑
性層塗布液－１１にした以外は、実施例１と同様にして、比較例３の感熱記録転写媒体を
得た。２５℃と１００℃の静摩擦係数の差の絶対値は、０．０５６であった。
【００７５】
　　アクリルポリオール樹脂（固形分５０％）　　　　　　　　　　　　１２．５部
　　ステアリン酸亜鉛　融点１１５～１２５℃　　　　　　　　　　　　　　　２部
　　ステアリン酸マグネシウム　融点１５５℃　　　　　　　　　　　　　　　１部
　　タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
　　２，６－トリレンジイソシアネートプレポリマー　　　　　　　　　　　　４部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　　酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
【００７６】
＜比較例４＞
　実施例８で作製した感熱転写記録媒体において、下引き層塗布液を下記組成の下引き層
塗布液－２にした以外は、実施例８と同様にして、比較例４の感熱記録転写媒体を得た。
【００７７】
＜下引き層塗布液－２＞
　　ポリビニルピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
　　純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７６．０部
　　イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．０部
【００７８】
＜比較例５＞
　実施例８で作製した感熱転写記録媒体において、下引き層４４を設けなかった以外は、
実施例８と同様にして、比較例５の感熱記録転写媒体を得た。
【００７９】
＜印画評価＞
　実施例１～９、比較例１～５の感熱転写記録媒体に関して、サーマルシミュレーターに
て印画を行い、最高反射濃度、印画ジワ、印画不良、ヘッド汚れについて評価した結果を
、表１に示す。なお最高反射濃度は、Ｘ－Ｒｉｔｅ５２８にて測定した値である。
【００８０】
　なお、印画条件は、以下の通りである。
【００８１】
　　　印画環境：２３℃５０％ＲＨ
　　　印加電圧：２９Ｖ
　　　ライン周期：０．７ｍｓｅｃ
　　　印画密度：主走査３００ｄｐｉ　副走査３００ｄｐｉ
【００８２】
［印画ジワ］
◎：印画ジワ無し
○：わずかに小さい印画ジワあり
△：わずかに印画ジワあり
×：印画ジワ多数あり
［印画濃度ムラ］
◎：濃度ムラほとんどなし
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○；わずかに濃度ムラあり
△：濃度ムラあり（やや目立つ）
×：濃度ムラあり（目立つ）
［ヘッド汚れ］
○；問題なく良好 
△；問題はない程度だがやや悪い
×；問題あり
［テカリ］
◎；テカリなし
○；所々にわずかにテカリあり
△；テカリあり（やや目立つ）
×；テカリあり（目立つ）
【００８３】
（評価結果）
　実施例１～９の本発明の感熱転写記録媒体は、印画ジワと濃度ムラにおいて、問題なく
印画物を得ることができ、最高反射濃度も良好な値となっていることがわかった。特に実
施例７～９では、２５℃と１００℃の静摩擦係数の差の絶対値が小さく、印画ジワ、濃度
ムラの両方において良好な結果が得られた。したがって、融点が５℃以上異なる滑剤を２
種以上含有することにより、あらゆる温度環境で静摩擦係数値が低い本発明の感熱転写記
録媒体は、あらゆる温度・印画エネルギーでの安定した滑性と熱伝導性を有していること
が確認できた。
【００８４】
　また、実施例９では、下引き層４４中の水溶性高分子をポリビニルアルコールにするこ
とで、最高反射濃度が高くなることがわかった。したがって、下引き層４４中の水溶性高
分子は、ポリビニルアルコールがより好ましいことがわかった。
【００８５】
　実施例１について、最高反射濃度、印画ジワ、濃度ムラに関して問題はないが、他より
も若干劣っていることがわかった。また、静摩擦係数の最高値が高めであることがわかっ
た。したがって、滑剤量がやや不足気味であったことがわかった。また、実施例２につい
て、最高反射濃度、印画ジワで良好な結果が得られているが、滑剤添加量が最も多い割に
は実施例６～９と大差はないことがわかった。さらに、濃度ムラではあまり良好な結果は
得られず、ヘッド汚れが悪化していた。このことから、滑剤の含有量がやや多かったため
、サーマルヘッドの熱により必要以上に滑剤が溶け出してしまい、滑性はある程度良好で
印画ジワは発生しなくても、濃度ムラとなって現れたことがわかった。したがって、滑剤
の総量は、耐熱滑性層に対して５～２５質量％が好ましいことがわかった。
【００８６】
　実施例３と４に関して、わずかに印画ジワが発生する結果となった。実施例３について
は、中エネルギー印画時に滑性を示すと考えられる滑剤が含有されておらず、実施例４に
ついては、中エネルギー印画時に滑性を示すと考えられる滑剤しか含有されていないため
、あらゆる温度・印画エネルギーでの安定した滑性が得られなかったことがわかった。そ
のため、ある程度中エネルギー印画時でも対応できる融点の滑剤と、あらゆる温度・印画
エネルギーでの安定した滑性を示せるよう一定の融点差のある滑剤を含むことが好ましい
ことがわかった。
【００８７】
　一方、耐熱滑性層４８に含まれる滑剤が１種のみの比較例１では、２５℃と１００℃に
おける静摩擦係数の差の絶対値が大きく、印画ジワ及び濃度ムラが悪化していることがわ
かった。
【００８８】
　また、同融点の滑剤を２種含む比較例２では、静摩擦係数の最高値がやや高めであり、
印画ジワ及び濃度ムラも良好な結果は得られないことがわかった。以上のことから、比較
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例１も２も、ある温度での滑性に偏りが生じ、リボンの走行性に影響を与えていることが
わかった。２５℃と１００℃での静摩擦係数の差の絶対値が０．０４以上の比較例３では
、印画ジワ及び濃度ムラが悪化していることが確認できた。
【００８９】
　下引き層４４にポリビニルピロリドンのみを含む比較例４では、最高反射濃度が低く、
テカリが発生していることもわかった。また、下引き層自体を設けなかった比較例５では
、著しく最高反射濃度が低下していることがわかり、下引き層４４により最高反射濃度を
向上できていることが確認できた。
【表１】

【００９０】
　本発明は、上記実施の形態に限ることなく、その他、実施段階ではその要旨を逸脱しな
い範囲で種々の変形を実施し得ることが可能である。さらに、上記実施形態には、種々の
段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組合せにより、種
々の発明が抽出され得る。
【００９１】
　例えば実施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解
決しようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果で述べられている効果が得
られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明の感熱転写記録媒体によれば、印画ジワ及び濃度ムラにおいて良好な結果が得ら
れるため、品質上優れた印画物を得られるとして、デジタルカメラのセルフプリント、身
分証明書やカード類への顔写真などの出力、アミューズメント施設における合成写真等で
利用されたり、さらに、あらゆる温度・印画エネルギーでの安定した滑性を持つため、プ
リンターの高速化にも対応可能であるとして幅広く利用されることが期待できる。
【符号の説明】
【００９３】
　４２…染料層
　４４…下引き層
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　４６…基材
　４８…耐熱滑性層
　５０…感熱転写記録媒体

【図１】
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